
単体テストの重要性
単体テストとは、システムのもっとも単純な

機能ポイントにおけるソフトウェアコードテス

トのことです。（機能ポイントとはC言語であれ

ば1つの関数、C++言語であれば1つのクラスで

す。）

一般的に単体テストは、QAフェーズではな

く開発サイクル中の開発者によって実行されま

す。単体テストを体系的に実行することによっ

て、エラーのない安定したコードだけをアプリ

ケーションに統合できるため、システム全体の

品質が確実に向上します。

一方、図１のグラフのように、プログラム原

因のバグが結合テストやシステムテストなどの

後工程で見つかった場合の修正コストは、単体

テスト時で発見した場合の修正コストと比べる

と、数十倍になると言われています。ましては、

リリース後の障害となると、顧客ビジネスへの

インパクトなども含め、その影響は計り知れま

せん。

＊

プログラム原因のバグを開発の後工程に持ち

越さないためには、開発サイクルのもっとも早

期の時点、つまり、単体テストの段階でコード

の欠陥を特定し修正を行うことが重要なプロセ

スだと言えます。結合テストやシステムテスト

などの後工程の段階で、テストケースを考える

のは遅すぎます。なぜならば、この段階ではす

でに膨大なパターンの検証が必要な設計になっ

ている場合があるからです。そのような状況に

なってしまった場合、入力データの組み合わせ

テストや、論理パスの組み合わせテスト、異常

ケースのテストなどを厳密に行うことは実質不

可能です。たとえ、これらをすべてテストしよ

うと思っても、テストするリソースが足らず、

結果的に検証が不十分になりバグを見逃してし

まいます。また見つけられたとしても、前述し

たように後工程ではバグの修正コストが大きく

なってしまいます。

＊

開発者が自分で単体テストを作成する場合、

テストドライバ/テストハーネスの準備、入力デ

ータの指定、実行できない関数を代替するスタ

ブの用意など、多くの作業が必要になり、さら

に開発リソースの負担が増加します。C++test

では、図２のような作業の自動化や作成を支援

し、効率的で一貫した単体テストプロセスを可

能にします。
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Eclipse統合開発環境とC++testで行う効率的なシステム開発
～コーディングからデバッグ、単体テストをシームレスに実行～

テクマトリックス株式会社 システムエンジニアリング事業部
ソフトウェアエンジニアリング技術部 チームリーダー

橘田 和仁

C++testは、C/C++プログラムの単体テストに必要なテストドライバ、テストスタブ、テストケースを
生成し、単体テストを自動実行することで実行時例外やエラーを検出するC/C++対応自動単体テストツ
ールです。「900種類のコーディングルール」「コードレビュー機能」「バグ探偵」「単体テストケースの自
動生成」「カバレッジ計測」などの多くの機能をEclipseやVisual Studioに統合することより、効率的な開
発サイクルを支援します。

図１後工程で見つかった欠陥ほど修正コストが増大
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また、C++test7.1では独自GUIは存在せず、

EclipseやVisual StudioなどのIDEに統合して使

用します。Eclipse CDTやVisual Studioで作成

されたプロジェクト設定を使用して単体テスト

を行えば、複雑なセットアップは不要です。

Makefileを利用しプロジェクトを作成すること

もできます。EclipseやVisual Studioに統合する

ことで、テスト駆動開発や反復開発プロセスと

の親和性も向上しました。

テストケースの生成
C++testが作成するテストケースは、C/C++

のソースコードで生成されます。C++testのテ

ストケースの形式は、一般によく使用されてい

るCppUnitの形式に似ていますが、より幅広い

機能をユーザに提供しています。Cコードのテ

ストが可能であるほか、テストフレームワーク

中のprivateデータ、protectedデータ、メンバ関

数へのプログラム的なアクセスが可能です。

図３が、C++testが自動生成するテストケー

スです。ソースコードの中から、分岐条件に関

連する値を取得してテストケースの入力値に使

用しています。C++test7.1からは、分岐条件の

前後の値もテストケースの入力値として設定す

るようになり、自動生成テストケースも使いや

すくなっています。

そして、CppUnit形式のテストケースは非常

に自由度が高く、テストケース内でのメモリの

確保、データ型のキャスト、ポインタに関連す

る操作など、ソースコードで表現できることを

そのまま実行できます。もちろん一連の処理を

まとめて実施するような、シナリオテストのよ

うなことも行えます。

C++testは既存のCppUnitのテストケースを、

手を加えることなく実行できます。インポート

したCppUnitのテストケースに対してもカバレ

ッジ計測が行われるので、既存のテスト資産も

より有効に活用できます。

回帰テストの自動化
回帰テストとは、既存のエラーを修正したと

きや、新しい機能を追加したときに発生するコ

ードの変更によって既存の機能に影響が出てい

ないか、予想外の変化が発生していないかを検

証することです。

回帰テストはその重要性が認識されているに

もかかわらず、実際のテスト計画に含まれない

場合がほとんどです。回帰テストが実行されな

い理由にはさまざまな原因がありますが、大き

な理由として変更のたびにテストを実行するこ

とは効率が悪く、大量のリソースを使用するか

らではないでしょうか。単体テスト時における

回帰テストにも同様のことが言えます。

＊

プログラマがどのような作業に時間を掛けて

いるかを調べると、実際にコードを書いている

時間は少なく、デバッグに多くの時間を使って

いることに気づくでしょう。またプログラマで

あれば、原因を特定するまでに丸一日費やすよ

うなバグに遭遇したことがあるのではないでし

ょうか。

図４の例を見てください。例えば、ある関数

に対してテストケースが20個あるとします。プ

ログラマはデバッガを使用して順番にテストを

スポンサー寄稿
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図２　C++testが支援する単体テスト関連の機能

図３　C++testが自動生成したテストケース



実行していきます。そして10番目のテストケー

スを実行したときに、プログラム上で異常が発

生したとします。ここでプログラマはソースコ

ードを修正しますが、その場合、プログラマは

もう一度1番目のテストケースからテストを実行

するでしょうか？実際は10番目のテストケース

が正常に実行されるようにプログラムを修正し、

次の11番目のテストケースを実行してしまうこ

とが多いようです。

つまりこの場合、プログラムの修正前に実施

したテストケース1～9に影響がでていないこと

は保障されていませんので、新たなバグが混入

している可能性があります。

この問題は、体系的に単体テストケースを作

成することにより解決できます。単体テストケ

ースを作成しておけば、テストを繰り返し実行

できるようになり、いつでも同じようにテスト

を実行できます。テストの自動化にもなります

ので、回帰テストの実行がコンパイル並みに簡

単になります。テストの途中でバグが見つかっ

たとしても、迷わず1番目のテストケースから実

行できる環境になります。

一見するとテストを実行するまでに準備工数

がかからない「デバッガを使用したテスト」の

ほうが効率よく思えますが、体系的に作られた

単体テストケースにより、生産性が向上してい

ることに気づくはずです。

単体テストでのテストケース作成は、コード

の品質を保証するための重要なタスクですが、

体系的に作られた単体テストは機能の問題とバ

グを発見するだけでなく、定期的な回帰テスト

としても効果を発揮します。そして、人間の思

考を必要とするタスクにより多くの開発リソー

スを割り当てることができるようになるのです。

カバレッジ分析
テストについての知識のない担当者が気まま

に行った単体テストと、体系的に実施された単

体テストでは、その効果には大きな差がありま

す。その差が大きく現れるのがカバレッジ分析

を利用したテストの実施です。

ツールを使用してカバレッジ分析を行ってい

ない場合、プログラマは全パスの55%～60%ぐ

らいしかテストを実行していないようです。そ

して、プログラマがカバレッジを意識していな

いとソフトウェアは複雑になります。またプロ

グラマ自身が複雑になっていることに気づかな

いことにもなります。

複雑なソフトウェアには膨大な入力パターン

の組み合わせや、網羅すべき論理パスが存在し、

すべてをテストすることは不可能です。

一般的にカバレッジを計測すると、プログラ

マが行うテストで、全パスの80%～90%がカバ

ーされるようです。カバレッジ計測が定着する

と、テストの実施が容易な設計、プログラミン

グを心がけるようになりますので、さらにカバ

レッジが向上します。

C++testでは、単体テスト実行時に、行、ブ

ロック、パス、判断、条件、MC/DC の6種類の

カバレッジ情報をレポートします。これらのカ
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図４　テストの実施途中でバグを発見

図５　テストできない複雑なコード



バレッジ情報から、単体テストの妥当性を確認

することができます。

また、C++testに組み込まれているコーディ

ング規約の中にも、関数の複雑度をレポートす

るルールが含まれていますので、カバレッジ計

測と併用することにより、ソフトウェアが複雑

になることを抑止できます。

コードレビュー
C++test7.1では、ソースコードのレビュー作

業を支援する｢コードレビュー｣機能が強化され

ました。新しくなった「コードレビュー」では

ソース構成管理システムに格納する前に、変更

されたコードや新たに追加されたコードを特定

し、レビュー担当者に通知できるようになりま

した。これにより、ソース管理システムへ格納

する前に、設計の問題やロジックのエラーなど

の発見に有効なピアレビューやペアプログラミ

ングが容易に実践できるようになりました。

Eclipse統合開発環境との連携
C++test7.1はEclipse統合開発環境上で動作す

るので、Eclipseに含まれる多くの機能を利用す

ることができます。さらにEclipseには、多くの

プラグインが存在します。そのなかには、ドキ

ュメント生成プラグインやCVS、Subversionな

どの構成管理クライアントなどもあります。こ

れらのプラグインとC++testとを組み合わせて

利用することにより、コーディング、単体テス

ト、フロー解析、構成管理へのチェックイン/チ

ェックアウト、修正差分の確認、テストケース

の共有などをシームレスに実行できます。

また、図８のようにC++testで作成した単体

テストのテストケースは、EclipseのIDE上でデ

バッグ実行することができます。

単体テスト、静的解析、フロー解析で高品質

なソフトウェアの開発を支援する、C++testと

Eclipse統合開発環境を使って、効率的なシステ

ム開発を実践してみませんか？
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図６　テストを意識したシンプルなコード

図７　コードレビューのワークフロー
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図８　Eclipse上で単体テストケースをデバッグ

テクマトリックス株式会社　ソフトウェアエンジニアリング営業課 

※ バグ探偵は、C++test Server Editionのみに含まれる機能です。 
※ ｢コードレビュー｣機能を使用するには、Server Edition に含まれるTeam Configuration Manager が必要です。 

C++test の情報はこちらから


